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図－2 試験体寸法 

 

で緊張した。これは実際に製作するプレキャスト床版に

極力近づけるためであり，PC 鋼棒では鋼材の曲げ剛性

等が耐力に与える影響が少なくない，と判断したためで

ある。プレストレス量は設計荷重時に全断面有効となる

ように計算して，有効プレストレス量 4.26N/mm2 となる

ように，緊張力を導入した。 

提案継手構造における充填材料には PCM と ERM の 2

種類を使用したが，本稿では紙面制約上，PCM を報告す

る。PCM の材料特性は表－3に示す通りであり，ヤング

係数は本体コンクリートの約 1/3 であった。 

2.2 試験設備，載荷方法，および計測項目 

試験は大阪工業大学，八幡工学実験場が有する載荷試

験機にて実施した。図－2 に載荷面の位置および代表的

な計測機器の位置を示す。接合した PC 床版を，2 辺単

純支持となるように架台上に設置した。実橋と同様に無

限連続版として挙動するように，橋軸方向における床版

端部には弾性支持材を設けた。200mm×500mm の載荷板

は，提案継手構造において，せん断力が作用する位置が

耐荷力に対して も厳しいと予想して，継手部界面近傍

に載荷板縁端が位置するようにセットした。また計測機

器として，載荷板直下の鉛直変位量を計測する V13，支

間中央上面の継手部界面で発生する段差量を計測する

Z13，支間中央上面の継手部界面で発生する目開き量を

計測する X13 などを設置した。 

静的設計荷重 Psd は，T 荷重に衝撃係数を考慮した

138kN とした。Psd×1.0 で載荷除荷を 3 回繰返した後に，

Psd×約 2.5 (350kN)で載荷除荷を 1 回実施し， 後に終局

状態まで載荷を行った。 

表－1 本体コンクリートの特性 

試験体 
No. 

ヤング 
係数

(kN/mm2) 

ポアソン

比 

強度 (N/mm2) 

圧縮 
割裂 
引張 

0 44.5 0.20 69.4 3.17 
1 43.7 0.20 69.1 2.94 

表－2 継手部の充填材料 

試験 No. 充填材料種類 
0 充填コンクリート 
1 ポリマーセメントモルタル(PCM) 

表－3 充填コンクリートおよび充填材料の特性 

試験体 
No. 

ヤング 
係数

(kN/mm2) 

ポアソン

比 

強度 (N/mm2) 

圧縮 
割裂 
引張 

0 32.1 0.20 56.0 3.59 
1 13.0 0.24 29.7 3.75 

表－4 最大耐力試験値 

試験体 
No. 

試験値 
(kN) 

試験値 
/ Psd 

破壊モード 

0 767 5.6 押抜きせん断破壊 

1 580 4.2 
界面近傍の本体ｺﾝｸﾘｰﾄに

おけるせん断破壊 

 

3. 試験結果 

3.1 破壊荷重 

各試験体の破壊荷重を表－4に示す。No.0 試験体は押

抜きせん断破壊，No.1 試験体は界面近傍の本体コンクリ

ートでのせん断破壊であった。いずれも設計荷重 Psd の 4

倍以上であり，十分な耐力を有することが確認できた。 

3.2 終局荷重までの挙動 

終局状態までの挙動を図－3 に示す。鉛直変位量にお

いて，450kN 程度まではいずれの試験体も同様の傾向を 

No.1 試験体 No.0 試験体 

(単位は mm) 
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より多少拘
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側 2 点を完
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大耐力

に，試験値

び鉛直変位

試験値と適

いるが，鉛
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全固定するこ
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7220，Interface 要

析結果 

力における試験

との比較結果

量の推移にお

合した。No.1 試

鉛直変位量は試

条件の表現方

面πゲージ計

体ともに値に差

6に 大耐力を

試験体では載

10 2
鉛直変位

解析値
実験値

10 2
鉛直変位
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験体 

図－6 最大

び支間方向へ

になっていた

から X 方向に

とにした。 

節点数 9492，

要素 180)のモ

験結果と解析結

を図－5 に示

いて，No.0 試

試験体では

試験値に比べて

法による影響

測値において

差異があるもの

を示した Step

荷板近傍の上

20 30 
位量 (mm)

20 30 
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図－5

大主ひずみ(引

の移動は，摩

。そこで解析

に 330mm 離れ

要素数 7400(

デルを作成し

結果の比較を表

す。 大耐力

験体の解析結

大耐力は一致

てやや小さかっ

と思われる。

は，No.0 試験

のの，傾向は再

における変形
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実験

40 -5 -4 -3
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Y
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析モデ
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た。 

表－5
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結果は

致して

った。
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験体，
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表
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No. 
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力や破壊モード

体 
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5.1 Study-
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して，PCM はヤング係数が大きいことから，破壊モード

が押抜きせん断破壊となるような物性値の改善は難し

いと考えられる。しかし，配合変更で現行のヤング係数

を極力小さくして，かつ圧縮強度および引張強度の低減

を抑制することで， 大耐力は向上すると考えられる。 

一方 ERM のヤング係数は小さく，閾値に近い。その

ため配合変更によるヤング係数の低減と，強度の向上が

達成できれば，破壊モードが押抜きせん断破壊となる充

填材料が開発できると考えられる。 

 

7. まとめ 

本研究で得られた知見は，以下の通りである。 

(1) 提案継手構造においても適切な充填材料を選定する

ことで，設計荷重に対して十分な耐力を有した床版

を構成することができる。 

(2) FEM 解析においてプレストレスおよび継手部界面や

充填材料の物性値を適切に設定することで，静的載

荷試験の結果を良好に再現できる。 

(3) 感度分析を行うことで，提案継手構造を有する床版

構造において破壊モードが押抜きせん断破壊となる

場合の充填材料のヤング係数，圧縮強度，引張強度

の閾値が得ることができる。 

(4) PCM の材料特性から配合変更による 大耐力の向上

には限界があり，破壊モードは界面近傍のせん断破

壊に留まると考えられる。ERM ではヤング係数が小

さく強度が高いことから，配合変更により破壊モー

ドを押抜きせん断破壊へ移行できると考えられる。 

本研究では継手のない版の押抜きせん断破壊と同等

とする際の，充填材の物性値を検討した。しかしながら，

プレキャスト床版においては，床版全体が損傷する押抜

きせん断破壊より，継手部界面近傍のみが損傷する破壊

モードの方が，維持管理が容易であるとの判断も考えら

れ，破壊モードの優劣においては議論の余地が残る。 

また，解析検討における充填部および界面の物性値の

設定については仮定が含まれており，基礎的な試験を通

じた予測精度の向上が必要と考える。 

後に，提案継手構造がループ継手と同等の性能を有

することを示すためには，床版の疲労耐久性の検証が必

要である。今後は継手を含んだ床版に対して輪荷重走行

試験を実施して，疲労耐久性を検証するとともに，これ

らの再現解析，感度分析についても検証する予定である。 
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